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解説 フラットデッキ使

て

解説 手すり先行工法につ

用上の注意点に

いて

について

フラットデッ

上面をフラット

製（ベニヤ板）

ある．生コンク

キを残置する方

トデッキの設計

キは，薄肉鋼板の下側にリ

に保った床型枠材である．

の型枠材に代わる比較的新

リートを打設した後は，フ

式である．現在，使用されて

方法では，両端部を回転端

ブを取付け，

従来の合板

しいもので

ラットデッ

いるフラッ

（ピン）と

した単純支持と

ている．また，

キに使用する鋼

では

材にかかる応力

性を示す弾性範

範囲に達する際

用限界点”とも

みなして断面応力を算定す

その時の許容応力度は，フ

材の降伏点強度とし，主要

となる．ここで 降伏点

と伸びとの関係から，バネ

囲から，伸びきったまま戻

の境界点であり，建設材料

言える．また，主要な使用

ることとし

ラットデッ

な使用鋼材

とは，鋼製

のような弾

らない塑性

としての“使

鋼材の引張

図

できる利

から，

ンクリー

（ ）造

は，必ず

鉄骨梁に

造での端部のスポット

点があり，工期短縮と経費

年以降は，鉄骨造のみの

ト（ ）造，（図 ），鉄骨鉄

にまで急速に普及するよう

フラットデッキの両端部を

スポット溶接し固定する．

溶接の例

節減が図れること

利用から，鉄筋コ

筋コンクリート

になった． 造で

図 に示すように

その場合，両端の
強さ（破壊強度

支持としてこ

デッキを設計し

（安全率）は

る．

建設現場で使

し，フラットデ

て使用し，かつ

）は である．従

の設計許容応力度ぎりぎり

た場合には計算上の破壊ま

（ ） （

用され始めた頃は，崩落リ

ッキは，鉄骨造（ 造）の

，端部を必ず鉄骨梁に溶接

って，単純

でフラット

での余裕度

） とな

スクを懸念

みに限定し

止めをした．

溶接部で

荷重，作

純支持の

る．図 に

荷重に対

以上とな

は，崩落

フラット

フラットデッキ全体にかか

業荷重を負担するために，

場合に比べ部材中央部の曲

示す実測結果から分かるよ

する破壊荷重の比（安全率

る．このように， 造で端部

リスクはかなり低くなると

デッキを 造で使用する場合

る生コンクリート

設計で仮定した単

げ応力が低減され

うに，設計最大

）は，すべて

を溶接した場合

言える．さらに，

は，端部が堅固
フラットデッキ

多くの場合は型

を使用すると，長スパンの

枠支保工を使用せずに床ス

場合を除き，

ラブを打設
な梁に溶

代不足や

で，鉄骨

非常に小

キのエン

するもの

転端の単

接されるために，エンドク

，縦さん木の欠落による崩

梁にスポット溶接する場合

さい．一方， 造， 造で

ドクローズ部を合板製の梁

であり，構造的には端部は

純支持に近くなり， 造より

ローズ部のかかり

落リスクもないの

は，崩落リスクは

は，フラットデッ

型枠に釘打ち固定

造に比べると回

大きい曲げ応力

図 鉄筋コンクリート造用のフラットデッキ

がフラッ

実測結果

以下で

とな

分布荷重

キの中央

モーメン

トデッキ中央部に生じるこ

をみると，単純支持の場合

あり，特に， の薄肉

っている．フラットデッキ

として計算しているが，も

部に荷重が集中すると，集

ト値は，等分布荷重値の 倍

とになる．図 の

，安全率はすべて

材では安全率が

にかかる荷重は等

し，フラットデッ

中荷重による曲げ

となる．したがっ
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この手す

手すり

り先行工法の概略について

先行工法は，足場の組立て

，以下に解説する．

等作業を行うに当

たり，労

の端とな

法である

て，最上

の端の手

このよ

労働者が

りが設置

働者が足場の作業床に乗る

る箇所に適切な手すりを先

．また，逆に，足場の解体

層の作業床を取り外すとき

すりを残して行う工法であ

うに，手すり先行工法を使用

足場の組立て・解体等の作

された状態で行うことにな

前に，当該作業床

行して設置する工

等の作業時におい

には，当該作業床

る．

することにより，

業の際に必ず手す

り，墜落等の災害

て，実施の施工

リスクが高く

造， 造で

図 実測結果

時に単純支持の状態である

なると推定される．いずれ

フラットデッキを使用する

場合，崩落

にしても，

場合， 造

の危険性

手すり

ドライン

手す

足場

沿って

わく（

手す

のない安全な作業が可能と

先行工法の種類として，次

の足場設置基準に示されて

り先送り方式

の組立て等の作業時に，建

上下スライド等が可能な，

先送り手すり機材）を使用

り据置き方式

なるといえる．

の 種類が同ガイ

いる．

わくの脚柱等に

手すり又は手すり

する方式

に比べ単純支持

状況によっては

このため，実

注意点を十分考

ある．

フラットデ

は，端部を必

フラット

に近いことから考えると，

許容応力度を超過する恐れ

際の施工時においては，以

慮して，作業を実施するこ

ッキを鉄骨造（ 造）に使

ず鉄骨梁に溶接止めするこ

デッキを 造， 造で使

荷重の偏在

がある．

下のような

とが必要で

用する場合

と．

用する場合

足場

する，

機材）

手す

鋼管

の適用

すり先

いずれ

の組立て等の作業終了後も

据置型の手すり又は手すり

を使用する方式

り先行専用足場方式

足場用の部材及び附属金具

除外が認められたわく組足

行専用のシステム足場によ

の方式を採用する場合にお

手すりとして機能

わく（据置手すり

の規格（構造規格）

場等であって，手

る方式

いても，手すりわ

には，フラッ

全な施工法を

フラットデ

を現場作業者

時の危険性を

具体的な留意

を一ヶ所に固

筋などの資材を

トデッキの端部の固定方法

検討すること．

ッキに関する技術情報（危

に周知徹底させ，フラット

認識させること．

点として， ）施工時にはコ

め置きせず均等に打設する

フラットデッキ中央部に安

を含めた安

険リスク）

デッキ施工

ンクリート

こと， ）鉄

易に仮置き

く等の足

要求され

とともに

経年仮

第 号，

経年管理

また，

を行う際

場部材には，同ガイドライ

ている性能が十分確認され

，繰り返し使用される部材

設機材の管理指針 （平成

労働省労働基準局長通達）

が行われているか確認する

手すり先行工法により足場

には，同ガイドラインに示さ

ンや構造規格等で

た製品を使用する

であることから，

年 月 日付，基発

により，十分な

必要がある．

の組立て等の作業

れた使用方法や，

しないなど，施

．技術解説

厚生労働省

手すり先行

号，厚生

工には十分に配慮する必要

（前建設安全研究グループ

手すり先行工法につ

から，平成 年 月 日付け

工法に関するガイドライン

労働省労働基準局長通達）

がある．

永田久雄）

いて

をもって，

（基発第

が出された．

製造会社

あるとと

造につい

ものとす

の定めた使用方法を適切に

もに，この工法により組立

ても，労働安全衛生規則等

る必要がある．

（建設安全研究グル

守ることが重要で

てられた足場の構

に従い十分安全な

ープ 大幢勝利）
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